
詩
人
の
存
在
観
を
如
実
に
証
明
す
る
作
品
で
あ
る
。
（
か
か
る
詩
的
志
向
は
す

で
に
処
女
詩
集

J

に
お
い
て
も
、
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
は
い
た
が
。
｜
｜
上
記

「
解
釈
と
鑑
賞
」
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

〈
旅
〉
に
し
ろ
、
〈
讃
美
歌
〉
に
し
ろ
、
そ
こ
に
は
美
的
実
存
、
倫
理
的
実

存
の
段
階
を
超
え
て
、
さ
ら
に
宗
教
的
実
存
の
段
階
に
ま
で
歩
を
印
す
る
詩
人

隠

岐

方

言

の

丁

寧

表

現

法

一、

隠
岐
万
言
の
、
敬
語
法
と
し
て
立
つ
顕
著
な
も
の
に
、
「
ゴ
ザ
ル
」
お
よ
び

「
1
シ
ャ
ル
（
サ
ッ
シ
ャ
ル
〉
」
の
二
敬
語
が
あ
る
。
こ
の
「
ゴ
ザ
ル
」
お
よ

び
「
1γ
ャ
ル
（
サ
ッ
シ
ャ
ル
）
」
は
、
い
わ
ば
、
古
態
の
敬
語
と
し
て
、
今

日
、
全
国
的
に
、
退
化
の
傾
向
が
著
し
い
。
が
、
山
陰
、
特
に
、
そ
の
北
方
海

上
に
位
置
す
る
隠
岐
は
、
右
の
敬
語
の
、
現
に
優
勢
な
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。

隠
岐
に
お
け
る
右
の
敬
語
の
存
立
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
小
稿
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

隠
岐
烏
五
箇
方
言
の
「
ゴ
ザ
ル
」
に
つ
い
て
〈
国
文
学
孜
包
〉

隠

岐

方

言

の

敬

語

法

八

国

語

国

文

学

論

文

集

6
〉

ー
「
1
シ
ャ
ル
（
サ
ッ
シ
ャ
ル
）
」
敬
語
に
つ
い
て

l

さ
て
、
右
の
「
ゴ
ザ
ル
」
は
、
本
来
、
「
あ
る
」
「
居
る
」

「
行
く
」

の
面
目
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
「
単
独
者
の
愛
の
唄
」
と
い
う
そ
の
愛
は
、

決
し
て
甘
美
な
ナ
ル
シ
ズ
ム
（
自
己
愛
）
で
は
な
く
、
絶
え
ず
実
存
と
し
て
の

不
安
と
恐
怖
と
不
条
理
に
お
の
の
き
な
が
ら
、
神
を
わ
れ
か
ら
生
き
ん
と
す
る

宗
教
的
人
間
回
復
の
厳
し
い
試
錬
の
愛
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

（

一

回

目

吋

・

吋

－

M

O
）

神

部

宏

泰

る
」
の
敬
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
今
日
で
は
、
総
体
的
に
、
そ
の
用
法
が

限
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
共
通
語
に
お
こ
な
わ
れ
る
「
ゴ
ザ
イ
マ

ス
」
（
〈
「
ゴ
ザ
ル
」
＋
「
マ
ス
」
）
は
、
「
あ
る
」
の
意
義
の
み
で
も
っ
て

立
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
隠
岐
で
も
、
「
行
く
」
の
敬
語
法
と
し
て
は
、
も

は
や
お
こ
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
隠
岐
の
「
ゴ
ザ
ル
」
は
、

「
あ
る
」
「
居
る
」
「
来
る
」
一
一
一
者
の
敬
語
と
し
て
存
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
あ
る
」
の
意
義
の
「
ゴ
ザ
ル
」
は
、
ふ
つ
う
、
「
丁
寧
法
」

に
立
つ
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
、
こ
の
「
ゴ
ザ
ル
」
に
か
か
わ
る
「
丁
寧
法
」

を
、
特
定
の
角
度
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

-6-

一、

一寸

来

「
あ
る
」
の
敬
語
と
し
て
の
「
ゴ
ザ
ル
」
は

一
般
に
、
次
下
の
よ
う
に
お
こ



1
1！
i
3
1
2
3
 

な
わ
れ
る
。

O
ヤ
マ
ユ
マ
ツ
ノ
キ
カ
ゴ
ザ
ル
。

山
に
松
の
木
が
あ
り
ま
す
。
八
五
箇
〉
（
〈

以
下
同
じ
〉

O
ヤ
ネ
カ
ラ
オ
タ
ケ
サ
ジ
タ
コ
ト
カ
ゴ
ザ
ル
ダ
。

屋
根
か
ら
叫
ば
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
。
〈
五
箇
V

O
ド
i
ジ
エ
ン
ノ
ヨ

I
ナ
コ
タ
l
ゴ
ザ
ラ
ヌ
ワ
。

島
前
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
〈
五
箇
〉

以
上
は
、
い
わ
ば
、
独
立
の
動
調
と
し
て
の
用
法
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
ま
た
、
次
で
の
よ
う
に
、
補
助
的
に
も
お
こ
な
わ
れ
る
。

O
ド
コ
カ
ヤ
ド
デ
ゴ
ザ
ル
。

ど
こ
が
宿
で
す
。
八
五
筒
〉

O
パ
シ
ョ
カ
ヲ
ル
l
ゴ
ザ
ル
ダ
ケ
ノ
。

場
所
が
悪
い
で
す
か
ら
ね
え
。
〈
五
箇
〉

こ
の
よ
う
な
、
「
あ
る
」
に
か
か
わ
る
「
ゴ
ザ
ル
」
は
、
「
島
後
」
（
隠
岐
群

島
中
、
北
部
に
位
置
す
る
最
大
の
島
を
指
す
。
）
の
、
五
箇
を
中
心
と
し
た
北

部
一
帯
で
み
ら
れ
や
す
い
が
、
「
島
後
」
南
部
の
西
郷
町
な
ど
、
他
地
域
で
は

比
較
的
劣
勢
に
お
も
む
き
つ
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
方
に
、
そ
の
「
ゴ
ザ
ル
」
が
、
「
マ
ス
」
と
結
合
し
て
成
立

し
た
と
み
ら
れ
る
「
ゴ
ザ
ソ
ス
」
が
あ
る
。
こ
の
「
ゴ
ザ

γ
ス
」
も
、
「
ゴ
ザ

ル
」
同
様
、
「
あ
る
」
「
居
る
」
「
来
る
」
三
者
の
意
義
を
も
っ
て
お
こ
な
わ

れ
る
。
が
、
な
か
で
も
、
「
あ
る
」
に
か
か
わ
る
丁
寧
の
用
法
が
著
し
い
。

O
マ
ッ
チ
カ
ゴ
ザ

γ
ス
カ
ノ
。

マ
ッ
チ
が
あ
り
ま
す
か
。
八
五
箇
〉

O
エ
マ
デ
モ
ゴ
ザ

γ
ス。

〉
内
は
地
名
を
一
万
す
。

~ 
ノ

－d
d
z
L
O
革委一同？
ζ

、1
寸

σ－
－
＝
ガ
パ
L

じ

期

唱。寸
F
，
よ
う
に
み
点
こ

今
で
も
あ
り
ま
す
。
〈
酋
郷
・
飯
田
〉

こ
の
よ
う
な
も
の
の
外
に
、
補
助
的
に
も
頻
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
特
に

注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
1
テ

ゴ

ザ

γ
ス
」
の
形
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

O
フ
ジ
ュ

I
ナ
メ
ニ
ア
エ
マ
シ
テ
ゴ
ザ
ン
ス
。

不
自
由
な
め
に
あ
い
ま
し
た
。
〈
五
筒
〉

O
ポ
ン
ニ
ナ
！
マ
シ
テ
ゴ
ザ

γ
ス。

盆
に
な
り
ま
し
た
。
〈
西
郷
・
飯
田
〉

O
ハ
オ
ク
ロ

i
ニ
ソ
メ
テ
エ
キ
ヨ

1
ッ
テ
ゴ
ザ

γ
ス。

歯
を
黒
く
染
め
て
〈
お
嫁
に
〉
行
っ
て
い
ま
し
た
。
〈
西
ノ
島
・
珍

崎
〉

こ
の
「
1
テ
ゴ
ザ
ソ
ス
」
は
、
き
わ
め
て
丁
寧
な
表
現
を
し
た
て
る
。
右
の

例
文
で
い
え
ば
、
例
え
ば
「
ア
エ
マ
シ
テ
」
「
ナ
l
マ
シ
テ
」
な
ど
、
す
で
に

「
マ
ス
」
を
と
っ
た
丁
寧
の
叙
述
を
も
、
さ
ら
に
大
き
く
包
摂
し
て
、
よ
り
深

い
丁
写
の
心
意
を
表
出
す
る
。
こ
の
丁
寧
の
表
現
構
造
の
、
い
わ
ば
中
核
と
も

い
う
べ
き
位
置
に
立
つ
「
テ
」
の
措
定
性
に
か
か
わ
る
特
別
の
機
能
に
注
意
し

た
い
。
こ
の
「
テ
」
を
一
つ
の
軸
と
し
て
、
右
の
、
高
い
敬
意
の
表
現
が
成
立
し

て
い
る
。
〈
藤
原
与
一
先
生
「
文
法
」
八
日
本
方
言
学
〉
二
六
二
ベ
参
照
〉

ち
な
み
に
、
「

1
テ
ゴ
ザ
ル
」
（
「
1
テ

ゴ

ザ

γ
ス
」
で
な
く
〉
と
い

う
形
は
、
全
域
に
わ
た
っ
て
、
あ
ま
り
お
こ
な
わ
れ
な
い
。
「
テ
」
の
表
示
す

る
敬
意
を
受
け
る
の
に
、
こ
の
方
言
社
会
で
は
、
も
は
や
「
ゴ
ザ
ル
」
は
、
ふ

さ
わ
し
く
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
「
1
デ

ゴ

ザ

γ
ス
」
も
、
次
例
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
、
全
域
に

盛
ん
で
あ
る
。

O
ハ
ツ
ポ
ン
ダ
キ
デ
ゴ
ザ

γ
ス。

初
盆
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
〈
西
郷
・
飯
田
〉

一7ー



Ill 

先
に
、
「
i
テ
ゴ
ザ
ル
」
の
劣
勢
を
指
摘
し
た
が
、
「

i
デ
ー
ゴ
ザ
ル
」

は
、
「
1
デ

ゴ

ザ

γ
ス
」
と
共
に
、
ご
く
ふ
つ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
し
て
も
、
先
述
し
た
「
テ
」
の
、
敬
意
に
関
す
る
特
別
の
機
能
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一、

さ
て
、
隠
岐
方
言
に
は
、
次
例
の
よ
う
な
、
注
目
す
べ
き
語
法
が
あ
る
o

G
U
N
－
ト
l

γ

刑
判
到
ス
。

と
う
と
う
な
く
な
り
ま
し
た
。
〈
布
施
〉

O
コ
ノ
キ
γ
ネ

γ
ヮ
、
オ
川
叫
エ
マ
シ
テ
ス
吋
1
。

最
近
は
衰
え
ま
し
た
ね
え
。
〈
西
郷
・
今
津
〉

O
シ
ゴ
ク
ヲ
エ
エ
剖
吋
γ
テ
ス
。

四
、
五
回
行
き
ま
し
た
。
〈
西
郷
・
伊
後
〉

O
エ
到
エ
メ
ニ
判
ヨ

l
ッ
到
ス
ワ
ナ
。

ひ
ど
い
め
に
あ
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
〈
西
郷
・
中
条
〉

O
オ
ベ
l
サ

y
f
刺
ク
到
γ
テ
ス
。

お
ば
あ
さ
ん
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
〈
五
箇
〉

右
の
例
文
に
み
ら
れ
る
「
1
テ
ス
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
テ
ス
」
は
、
動
詞
お

よ
び
助
動
調
の
、
い
わ
ゆ
る
連
用
形
を
受
け
て
、
丁
寧
法
に
立
つ
。
つ
ね
に
、

こ
の
「
テ
ス
」
の
形
で
お
こ
な
わ
れ
、
他
の
活
用
形
は
認
め
ら
れ
な
い
。
「
オ

ト
ロ
エ
マ
シ
テ
ス
」
「
エ
キ
マ
シ
テ
ス
」
な
ど
の
よ
う
に
、
「
マ
ス
」
を
受
け
て

も
お
こ
な
わ
れ
る
点
が
興
味
深
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
「
テ
ス
」
に
も
、
先
述
し
た
「
テ
ゴ
ザ

γ
ス
」
な
ど
の
場

合
と
同
様
、
敬
語
表
現
の
転
回
の
輸
と
し
て
の
、
「
テ
」
の
機
能
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
一
語
と
し
て
の
把
握
が
可
能
か
に
み

え
る
「
テ
ス
」
も
、
実
は
、
例
え
ば
「
エ
キ
マ
シ
テ
ス
」
な
ど
の
よ
う
に
、

「
テ
」
「
ス
」
そ
れ
ぞ
れ
、
独
自
の
は
た
ら
き
を
に
な
っ
℃
い
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
み
る
と
、
「
テ
ス
」
も
、
先
の
「
テ
ゴ
ザ

γ
ス」

な
ど
と
、
き
わ
め
て
類
似
し
た
表
現
機
能
を
み
せ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で

あ
る
。布

の
よ
う
に
し
て
得
た
「
テ
ス
」
の
「
ス
」
を
、
筆
者
は
、
「
ゴ
ザ

γ
ス」

に
由
来
す
る
も
の
と
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
「
テ
ゴ
ザ

γ
ス
」
が
縮
音
化
し
て
、

「
テ
ス
」
が
成
立
し
た
と
み
た
い
の
で
あ
る
。

O
ム
カ
シ
ワ
ア
リ
ョ

l
ツ
テ
ス
ガ
キ

γ
ネ

γ
ワ
ナ
シ
ニ
ナ
ッ
テ

ゴ
ザ

γ
ス。

品
目
は
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
〈
西
郷
・
中
〉

こ
れ
は
、
一
文
中
に
「
テ
ス
」
と
「
テ
ゴ
ザ
シ
ス
」
と
が
併
用
さ
れ
た
例
で
あ

る
。
丙
者
に
は
、
意
味
機
能
の
差
は
、
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
「

テ
ス
」
の
方
が
、
い
く
ら
か
ぞ
ん
ざ
い
で
あ
る
。

右
の
、
「
ゴ
ザ
ン
ス
」

l
v
「
ス
」
に
関
連
し
て
、
次
の
こ
と
が
注
意
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
ゴ
ザ
γ
ス
」
は
、
一
方
に
、
「
ゴ
ワ

γ
ス
」
〈
「
ゴ
ワ
ス

」
）
と
も
転
靴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

O
エ
チ
リ
ワ
ラ
ク
ニ
ゴ
ワ
ソ
ス
ワ
i
。

一
塁
は
十
分
に
あ
り
ま
す
よ
。
八
布
施

V

O

I

l

i

－

－

 

。
コ
ド
モ
カ
エ
ッ
ト
ゴ
ワ
ス
ケ
l
。

子
供
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
。
八
五
筒
〉

こ
の
よ
う
な
「
ゴ
ワ
ン
ス
」
（
「
ゴ
ワ
ス
」
）
は
、
「
あ
る
」
の
意
味
で
し
か

お
こ
な
わ
れ
な
い
。
こ
れ
が
補
助
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
、

O
叫
引
け
刑
判
到
判
刈
ダ
モ
ノ
ガ
引
け
刺
刈
テ

ナ。

｜｜｜ 

-8ー

ゴ
ワ

γ
ス

ワ



病
気
し
て
死
ん
だ
者
が
多
う
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
。
八
布
施
〉

の
よ
う
な
「
1
テ

ゴ

ワ

γ
ス
」
な
ど
が
、
「
テ
ス
」
に
至
る
最
短
距
離
に
あ

っ
た
も
の
と
想
察
さ
れ
る
o

こ
の
想
察
を
、
一
つ
助
け
る
も
の
は
、
「
テ
ゴ
ワ

ン
ス
」
（
「
テ
ゴ
ワ
ス
」
）
と
「
テ
ス
」
と
の
、
分
布
領
域
と
使
用
層
と
に
か

か
わ
る
、
相
関
の
関
係
で
あ
る
。

（
「
テ
ゴ
ワ

γ
ス
」
（
「
テ
ゴ
ワ
ス
」
）
は
隠
岐
全
域
に
み
ら
れ
る
が
、
特

に
「
島
後
」
南
部
地
区
で
、
比
較
的
多
用
さ
れ
る
。
つ
テ
ス
」
も
、
ま
た
同
様

の
分
布
状
況
を
み
せ
る
。

「
テ
ゴ
ワ
ン
ス
」
（
「
テ
ゴ
ワ
ス
」
）
は
、
主
と
し
て
老
年
男
子
に
お
こ
な

わ
れ
、
「
テ
ス
」
も
ま
た
、
主
と
し
て
老
年
男
子
に
お
こ
な
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
「
テ
ゴ
ワ
ン
ス
」
（
「
テ
ゴ
ワ
ス
）
」
・
「
テ
ス
」
の
、
分

布
、
使
用
層
そ
れ
ぞ
れ
の
相
関
の
状
況
は
、
両
者
の
密
接
な
関
係
を
思
わ
せ

る
。
さ
ら
に
、
先
述
し
た
、
両
者
の
意
味
機
能
の
類
似
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
以

上
の
諸
点
か
ら
、
当
面
の
「
テ
ス
」
は
、
「
テ
ゴ
ザ

γ
ス
」
「
テ
ゴ
ワ
ン
ス
」

（
「
テ
ゴ
ワ
ス
」
）
か
ら
転
じ
て
成
立
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
と

思
う
。

四

主
と
し
て
「
島
後
」
南
部
地
区
に
、
ま
た
、
次
下
の
よ
う
に
、
特
異
な
丁
寧

表
現
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

。
サ
ザ
エ
ガ
ト
レ
マ
ス
ル
デ
l
ス
。

さ
ざ
え
が
と
れ
ま
す
。
〈
西
郷
・
今
津
V

O
オ
l
キ
ナ
リ
ョ
i
オ
ス
ル
デ
l
ス
。

大
漁
を
し
ま
す
。
〈
丙
郷
・
今
津
〉

O
オ
l
キ
ナ
エ
ワ
ガ
ア
ル
デ
！
ス
。

大
き
な
岩
が
あ
り
ま
す
。
〈
布
施
〉

O
ヤ
ス
デ
ッ
ク
デ
l
ス。

阜
、
す
で
突
き
ま
す
。
八
布
施
〉

こ
れ
ら
の
例
文
に
み
ら
れ
る
「
1
デ
I
ス
」
が
注
目
さ
れ
る
。
「
1
デ
1
ス」

と
、
「
デ
」
の
長
呼
さ
れ
る
音
相
は
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
耳
を
と
ら
え
て
、
特
異

で
あ
る
。
こ
れ
を
、

O
エ
チ
パ
ン
タ
ワ
ヨ
ケ
l
デ
ス
。

い
ち
ば
ん
田
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
〈
西
郷
・
飯
日

V

な
ど
の
、
ひ
ろ
く
全
層
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
「
デ
ス
」
と
、
同
列
に
み

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
デ
1
ス
」
に
は
、
一
種
の
重
厚
さ
が
認
め
ら
れ
、
主

と
し
て
老
年
男
子
に
観
察
さ
れ
る
。
し
か
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
だ
い

た
い
「
島
後
」
南
部
地
区
に
存
立
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
デ
l
ス
」
を
、
「
ゴ
ザ
ン
ス
」
「
ゴ
ワ

γ
ス
」
（
「
デ
ゴ
ワ
ス
」
）

が
補
助
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
「
デ
ゴ
ザ
ン
ス
」
「
デ
ゴ
ワ
ン
ス
」
な
ど
に
由

来
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

O
ウ
ミ
ノ
ハ
タ
デ
ゴ
ワ
ン
ス
。

海
の
そ
ば
で
す
。
〈
西
郷
・
飯
田
〉

な
ど
、
「
デ

i
」
が
頻
用
の
結
果
、
先
述
の
「
テ
ス
」
の
た
ど
っ
た
の
と
同
様

な
経
過
に
よ
っ
て
、
「
デ
l
ス
」
が
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
み

れ
ば
、
主
と
し
て
老
年
男
子
に
よ
っ
て
、
し
か
も
、
「
島
後
」
南
部
地
区
に
お

こ
な
わ
れ
や
す
い
と
い
う
事
実
も
、
お
の
ず
か
ら
に
諒
解
さ
れ
て
く
る
。

「
テ
ゴ
ザ
γ
ス
」
「
テ
ゴ
ワ
ン
ス
」
（
「
テ
ゴ
ワ
ス
」
）
、
が
「
テ
ス
」
を
、

「
デ
ゴ
ザ

γ
ス
」
「
デ
ゴ
ワ
ソ
ス
」
（
「
デ
ゴ
ワ
ス
」
）
が
「
デ
i
ス
」
を
、

相
即
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
異
な
了
管
一
請
を
成
立
せ
し
め
て
い
る
点
は
、
別
し
て

興
味
深
い
。
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五

以
上
に
と
り
あ
げ
た
、
「
ゴ
ザ
γ
ス
」
系
と
み
ら
れ
る
「
テ
ス
」
「
デ
I
ス

」
が
、
共
に
、
「
島
後
」
南
部
地
区
を
、
分
布
の
主
域
と
し
て
い
る
点
は
、
注

目
に
価
い
す
る
。

隠
岐
に
あ
っ
て
は
、
「
島
後
」
南
部
に
位
置
す
る
西
郷
町
が
、
政
治
・
経
済

・
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
一
般
に
は
、
言
語
改
新
は
、
ま
ず
、
こ

の
地
域
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
右
の
「
テ
ス
」
、
「
デ
l
ス
」
も

熊
本
市
域
方
言
に
お
け
る
形
容
語
イ
の
研
究

自

次

序第
一
章
意
味
に
よ
る
分
類

第
一
節
意
味
分
類

第
二
節
分
野
比
較

一
分
野
相
互
の
比
較

ニ
各
分
野
内
で
の
項
目
相
互
の
比
較

ω
第
I
分
野

ω
第
1
分
野

第
三
節
形
容
調
と
形
容
動
詞

第
二
章
語
の
形
態
に
よ
る
分
類

言
語
新
化
の
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
分
布
状
況
は
、
よ
く
、
成
立
と
分
布

と
の
、
相
関
の
理
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

隠
岐
方
言
の
「
丁
寧
表
現
法
」
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
他
に
、
動
詞
関
係
で

も
、
「
マ
ス
」
「
デ
ス
」
な
ど
の
活
動
を
と
り
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
小
s

稿
で
は
、
た
だ
、
「
ゴ
ザ
ル
」
一
派
に
か
か
わ
る
、
特
定
の
表
現
法
を
と
り
あ

げ
、
記
述
し
た
に
と
ど
ま
る
。

金

和
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丸

子

第
一
節
形
容
詞

一
単
純
形
容
調
の
語
尾
形
態

ωカ
語
尾

ωイ
語
尾

二
複
合
形
容
詞
の
形
態

ω体
言
＋
基
本
形
容
詞
帥
体
言
＋
助
調
＋
基
本
形
容
詞
制
動
調

＋
基
本
形
容
詞

ω副
詞
＋
基
本
形
容
調
田
形
容
詞
語
幹
＋
基
本

形
容
調

一
一
一
派
生
形
容
調
の
形
態

ω体
言
＋
基
本
形
容
詞

＋
基
本
形
容
調

ω動
詞
＋
基
本
形
容
詞

制
形
容
詞
語
幹




